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一

事
業
の
種
類
及
び
内
容

二

経
営
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地
）

三

条
例
、
定
款
そ
の
他
の
基
本
約
款

四

職
員
の
定
数
及
び
職
務
の
内
容

五

主
な
職
員
の
氏
名
及
び
経
歴

六

事
業
を
行
お
う
と
す
る
区
域
（
市
町
村
の
委
託
を
受
け
て
事
業
を
行
お
う

と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
市
町
村
の
名
称
を
含
む
。
）

七

事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
の
名
称
、
種
類
、
所
在
地
及
び
利
用
定
員

八

建
物
そ
の
他
設
備
の
規
模
及
び
構
造
並
び
に
そ
の
図
面

九

事
業
開
始
の
予
定
年
月
日

②

法
第
三
十
四
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は

、
収
支
予
算
書
及
び
事
業
計
画
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
知
事
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
こ
れ
ら

の
内
容
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
六
条
の
三
十
四

法
第
三
十
四
条
の
十
一
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

廃
止
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

二

廃
止
又
は
休
止
の
理
由

三

現
に
便
宜
を
受
け
て
い
る
乳
幼
児
に
対
す
る
措
置

四

休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
休
止
の
予
定
期
間

第
三
十
六
条
の
三
十
五

法
第
三
十
四
条
の
十
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
第
三
十
二
条
の
規
定
に
準
じ
、
事
業
の
対
象
と

す
る
乳
幼
児
の
年
齢
及
び
人
数
に
応
じ
て
、
必
要
な
設
備
（
医
務
室
、
調
理

室
及
び
屋
外
遊
戯
場
を
除
く
。
）
を
設
け
る
こ
と
。

二

児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
、
事
業
の

対
象
と
す
る
乳
幼
児
の
年
齢
及
び
人
数
に
応
じ
て
、
当
該
乳
幼
児
の
処
遇
を
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行
う
保
育
士
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
保
育
士
の
数
は
二
人
を
下
る
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
。

三

児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
第
三
十
五
条
の
規
定
に
準
じ
、
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
。

四

食
事
の
提
供
を
行
う
場
合
（
施
設
外
で
調
理
し
運
搬
す
る
方
法
に
よ
り
行

う
場
合
も
含
む
。
）
に
お
い
て
は
、
当
該
施
設
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
必
要

な
調
理
の
た
め
の
加
熱
、
保
存
等
の
調
理
機
能
を
有
す
る
設
備
を
備
え
る
こ

と
。

第
三
十
六
条
の
三
十
六

法
第
三
十
四
条
の
十
四
に
規
定
す
る
養
育
里
親
名
簿
に

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日

二

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
職
業
及
び
健
康
状
態

三

同
居
人
の
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
職
業
及
び
健
康
状
態

四

養
育
里
親
研
修
を
修
了
し
た
年
月
日

五

一
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
、
要
保
護
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
を
希
望
す

る
場
合
に
は
そ
の
旨

六

専
門
里
親
の
場
合
に
は
そ
の
旨

七

そ
の
他
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

第
三
十
六
条
の
三
十
七

養
育
里
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
（
以
下
「
養
育

里
親
希
望
者
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
居
住
地
の
都
道
府
県
知
事
に
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

養
育
里
親
希
望
者
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
職
業
及
び
健
康

状
態

二

養
育
里
親
希
望
者
の
同
居
人
の
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
職
業
及
び
健

康
状
態

三

養
育
里
親
研
修
を
修
了
し
た
年
月
日
又
は
修
了
す
る
見
込
み
の
年
月
日

四

養
育
里
親
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
理
由

五

一
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
、
要
保
護
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
を
希
望
す
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る
場
合
に
は
そ
の
旨

六

従
前
に
里
親
で
あ
つ
た
こ
と
が
あ
る
者
は
そ
の
旨
及
び
他
の
都
道
府
県
に

お
い
て
里
親
で
あ
つ
た
場
合
に
は
当
該
都
道
府
県
名

七

そ
の
他
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

②

専
門
里
親
希
望
者
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
一
条
の
三
十
六
第
一
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
要
件
及
び
第
三
号
の
要

件
に
該
当
す
る
事
実

二

専
門
里
親
研
修
を
修
了
し
た
年
月
日
又
は
修
了
す
る
見
込
み
の
年
月
日

③

第
一
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

養
育
里
親
希
望
者
及
び
そ
の
同
居
人
の
履
歴
書

二

養
育
里
親
希
望
者
の
居
住
す
る
家
屋
の
平
面
図

三

養
育
里
親
研
修
を
修
了
し
た
こ
と
又
は
修
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
を

証
す
る
書
類

四

法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ

る
こ
と
を
証
す
る
書
類

五

そ
の
他
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
も
の

④

専
門
里
親
希
望
者
は
、
前
項
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
書
類
の

ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
一
条
の
三
十
六
第
一
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と

を
証
す
る
書
類

二

専
門
里
親
研
修
を
修
了
し
た
こ
と
又
は
修
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
を

証
す
る
書
類

第
三
十
六
条
の
三
十
八

都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
申
請

書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
当
該
養
育
里
親
希
望
者
が
第
一
条
の
三
十
四
に
規
定

す
る
要
件
（
専
門
里
親
希
望
者
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
三
十
六
に
規
定
す
る

要
件
）
に
該
当
す
る
こ
と
そ
の
他
要
保
護
児
童
を
委
託
す
る
者
と
し
て
適
当
と

認
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
調
査
し
て
、
速
や
か
に
、
養
育
里
親
名
簿
に
登
録

し
、
又
は
し
な
い
こ
と
（
専
門
里
親
に
つ
い
て
は
、
専
門
里
親
と
し
て
登
録
し
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、
又
は
し
な
い
こ
と
）
の
決
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
決
定
を
行
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨

を
当
該
養
育
里
親
希
望
者
又
は
当
該
専
門
里
親
希
望
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
三
十
六
条
の
三
十
九

養
育
里
親
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

と
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
は
、
そ
の
日
（
第
一
号
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
そ
の
事
実
を
知
つ
た
日
）
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
当

該
登
録
を
し
て
い
る
都
道
府
県
知
事
又
は
当
該
各
号
に
定
め
る
者
の
住
所
地
を

管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

死
亡
し
た
場
合

そ
の
相
続
人

二

法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
一
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合

そ
の
後
見

人
又
は
保
佐
人

三

法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
該
当
す
る
に
至
つ
た

場
合

本
人

四

第
一
条
の
三
十
四
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合

本
人

②

養
育
里
親
は
、
第
三
十
六
条
の
三
十
六
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
変
更

が
生
じ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
三
十
六
条
の
四
十

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
に
は
、
養
育
里
親
名
簿
の
登
録
を
消
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

本
人
か
ら
登
録
の
消
除
の
申
し
出
が
あ
つ
た
場
合

二

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
場
合

三

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
く
て
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
事
実
が
判
明
し
た
場
合

四

不
正
の
手
段
に
よ
り
養
育
里
親
名
簿
へ
の
登
録
を
受
け
た
場
合

②

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
養
育

里
親
名
簿
の
登
録
を
消
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

法
第
四
十
五
条
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
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二

法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
求
め
ら
れ
て
、
報
告
を
せ

ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
場
合

③

都
道
府
県
知
事
は
、
専
門
里
親
と
し
て
登
録
を
受
け
て
い
た
者
が
第
一
条
の

三
十
六
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
専
門
里
親
で
あ

る
旨
の
記
載
を
消
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
六
条
の
四
十
一

養
育
里
親
名
簿
の
登
録
の
有
効
期
間
（
以
下
「
有
効
期

間
」
と
い
う
。
）
は
、
五
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
専
門
里
親
と
し
て
の
登
録
の

有
効
期
間
に
つ
い
て
は
、
二
年
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
四
十
二

養
育
里
親
名
簿
の
登
録
は
、
養
育
里
親
の
申
請
に
よ
り

更
新
す
る
。

②

登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
が
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
基
準
に
従
い
行
う
研
修
（
以
下
「
更
新
研
修
」
と
い
う
。
）
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

前
条
の
規
定
は
、
更
新
後
の
有
効
期
間
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

④

第
一
項
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
有
効
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
に

更
新
研
修
が
行
わ
れ
な
い
と
き
又
は
行
わ
れ
て
い
る
が
そ
の
全
て
の
課
程
が
修

了
し
て
い
な
い
と
き
は
、
従
前
の
登
録
は
、
有
効
期
間
の
満
了
の
日
後
も
そ
の

研
修
が
修
了
す
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

⑤

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
登
録
の
更
新
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
有
効
期
間

は
、
従
前
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
四
十
三

第
一
条
の
三
十
二
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
認

定
等
に
つ
い
て
は
、
養
育
里
親
の
認
定
等
に
準
じ
て
、
都
道
府
県
知
事
が
行
う

も
の
と
す
る
。

（
削
除
）

第
三
十
八
条
の
三

法
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
施
設
は
、
乳
児
院
、
母
子
生
活
支
援
施
設
、
児
童
養
護
施
設
、
情
緒
障

害
児
短
期
治
療
施
設
及
び
児
童
自
立
支
援
施
設
と
す
る
。
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第
四
十
九
条
の
二

法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で

第
四
十
九
条
の
二

法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
施
設
と
す
る
。

定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
施
設
と
す
る
。

一

一
日
に
保
育
す
る
乳
幼
児
の
数
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
が
五
人

一

一
日
に
保
育
す
る
乳
児
又
は
幼
児
（
以
下
「
乳
幼
児
」
と
い
う
。
）
の
数

以
下
で
あ
る
施
設
で
あ
つ
て
、
そ
の
旨
が
約
款
そ
の
他
の
書
類
に
よ
り
明
ら

（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
が
五
人
以
下
で
あ
る
施
設
で
あ
つ
て
、
そ

か
で
あ
る
も
の

の
旨
が
約
款
そ
の
他
の
書
類
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
も
の

イ
～
ホ

（
略
）

イ
～
ホ

（
略
）

ヘ

一
時
預
か
り
事
業
を
行
う
保
育
所
以
外
の
施
設
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事

業
の
対
象
と
な
る
乳
幼
児
の
数

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

第
四
十
九
条
の
八

法
第
五
十
九
条
の
八
第
一
項
及
び
令
第
四
十
七
条
第
一
項
の

第
四
十
九
条
の
八

法
第
五
十
九
条
の
八
第
一
項
及
び
令
第
四
十
七
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
厚
生
局
長
に
委

規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
厚
生
局
長
に
委

任
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
第
四
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
権
限
を

任
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
第
四
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
権
限
を

自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
第
十
八
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
権
限

三

法
第
十
八
条
の
七
第
一
号
に
規
定
す
る
権
限

四
～
七

（
略
）

四
～
七

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

第
五
十
条
の
二

（
略
）

第
五
十
条
の
二

（
略
）

第
一
条
の
二
十
九

都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
市
長
及
び
児

第
四
条
第
一
項

都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
市
長
及
び
児

第
一
条
の
三
十
一
第
一
項

童
相
談
所
設
置
市
の
市
長

童
相
談
所
設
置
市
の
市
長

第
一
条
の
三
十
五

第
一
条
の
三
十
六

第
一
条
の
三
十
七

第
四
条
第
一
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
二
十
五
条
の
二
十
二

都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
市
長
及
び
児

第
二
十
五
条
の
二
十
二

都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
市
長
及
び
児

第
二
十
五
条
の
二
十
九

童
相
談
所
設
置
市
の
市
長

第
二
十
六
条

童
相
談
所
設
置
市
の
市
長

44



- 29 -

第
二
十
六
条

第
二
十
七
条

第
二
十
七
条

第
三
十
二
条
に
お
い
て
準

第
三
十
二
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
二
十
六
条

用
す
る
第
二
十
六
条

第
三
十
二
条
に
お
い
て
準

第
三
十
二
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
二
十
七
条

用
す
る
第
二
十
七
条

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
三
十
六
条
の
二

都
道
府
県

指
定
都
市
及
び
児
童
相
談

第
三
十
六
条
の
二
第
一
項

都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
市
長
及
び
児

所
設
置
市

第
三
十
六
条
の
二
第
二
項

童
相
談
所
設
置
市
の
市
長

第
三
十
六
条
の
八
第
三
項

都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
市
長
及
び
児

第
三
十
六
条
の
三
第
二
項

第
三
十
六
条
の
二
十
四

童
相
談
所
設
置
市
の
市
長

第
三
十
六
条
の
二
十
六
第

一
項

第
三
十
六
条
の
二
十
六
第

都
道
府
県

指
定
都
市
及
び
児
童
相
談

二
項
、
第
四
項
及
び
第
五

所
設
置
市

項第
三
十
六
条
の
二
十
七
第

都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
市
長
及
び
児

一
項

童
相
談
所
設
置
市
の
市
長

第
三
十
六
条
の
二
十
八
第

一
項
及
び
第
二
項

第
三
十
六
条
の
二
十
九

都
道
府
県

指
定
都
市
及
び
児
童
相
談

所
設
置
市

第
三
十
六
条
の
三
十
一
第

都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
市
長
及
び
児

二
項

童
相
談
所
設
置
市
の
市
長

第
三
十
六
条
の
三
十
三
第

二
項

第
三
十
六
条
の
三
十
六

第
三
十
六
条
の
三
十
七
第

都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
市
長
及
び
児

一
項

童
相
談
所
設
置
市
の
市
長

都
道
府
県

指
定
都
市
及
び
児
童
相
談
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所
設
置
市

第
三
十
六
条
の
三
十
七
第

都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
市
長
及
び
児

三
項

童
相
談
所
設
置
市
の
市
長

第
三
十
六
条
の
三
十
八
第

一
項
及
び
第
二
項

第
三
十
六
条
の
三
十
九
第

一
項
及
び
第
二
項

第
三
十
六
条
の
四
十
第
一

項
、
第
二
項
及
び
第
三
項

第
三
十
六
条
の
四
十
二
第

二
項

第
三
十
六
条
の
四
十
三

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
五
十
条
の
三

（
略
）

第
五
十
条
の
三

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
十
条
第
一
項

都
道
府
県
知
事

中
核
市
の
市
長

第
十
条
第
一
項

都
道
府
県
知
事

中
核
市
の
市
長

第
十
一
条

第
十
一
条

第
十
四
条

第
十
四
条

第
十
五
条

第
十
五
条

第
十
六
条

第
十
六
条

第
十
八
条
第
一
項

第
十
八
条
第
一
項

第
三
十
六
条
の
三
十
三
第

二
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
五
十
七
条

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第

八
十
五
号
）
附
則
第
三
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
別
段
の
申
出
は
、
養
子
縁

組
に
よ
つ
て
養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
里
親
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨

を
記
載
し
た
申
出
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
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○

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
二
号
）

（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
法
第
七
条
第
二
項
第
三
号
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
）

（
法
第
七
条
第
二
項
第
三
号
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
）

第
一
条

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第

第
一
条

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第

二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
次
世
代
育
成
支
援
対
策
は
、
次

二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
次
世
代
育
成
支
援
対
策
は
、
次

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

(

略)

一

（
略
）

二

児
童
福
祉
法
第
六
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事

業
三

児
童
福
祉
法
第
六
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
一
時
預
か
り
事
業

四

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
法
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
第
十

二

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
法
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
第
十

九
条
第
一
号
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
事
業

九
条
第
四
号
、
第
六
号
及
び
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
規
定
す
る
事
業

（
法
第
十
二
条
第
三
項
の
公
表
の
方
法
）

第
一
条
の
三

法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
十
二
条
第
四
項
の
届
出
）

（
法
第
十
二
条
第
三
項
の
届
出
）

第
二
条

第
一
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
十
二
条
第
四
項
の
届
出
を
行
う
中
小
事

第
二
条

前
条
の
規
定
は
、
法
第
十
二
条
第
三
項
の
届
出
を
行
う
中
小
事
業
主
（

業
主
（
一
般
事
業
主
で
あ
っ
て
、
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
以
下

一
般
事
業
主
で
あ
っ
て
、
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
以
下
の
も
の

の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
法
第
十
二
条
第
五
項
の
公
表
の
方
法
）

第
二
条
の
二

第
一
条
の
三
の
規
定
は
、
法
第
十
二
条
第
五
項
の
公
表
を
行
う
中

小
事
業
主
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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（
法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
周
知
の
方
法
）

第
二
条
の
三

法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
周
知
は
、
事
業
所
の
見

や
す
い
場
所
へ
掲
示
し
若
し
く
は
備
え
付
け
る
こ
と
、
書
面
を
労
働
者
へ
交
付

す
る
こ
と
又
は
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
労
働
者
へ
送
信
す
る
こ
と
そ
の
他
の

適
切
な
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
周
知
の
方
法
）

第
二
条
の
四

前
条
の
規
定
は
、
法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
周
知
を
行
う
中
小

事
業
主
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

（
法
第
十
三
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

（
法
第
十
三
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
四
条

法
第
十
三
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す

第
四
条

法
第
十
三
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

策
定
し
た
一
般
事
業
主
行
動
計
画
に
つ
い
て
、
適
切
に
公
表
及
び
労
働
者

へ
の
周
知
を
し
た
こ
と
。

五

計
画
期
間
に
お
い
て
、
そ
の
雇
用
す
る
男
性
労
働
者
の
う
ち
育
児
休
業
等

四

計
画
期
間
に
お
い
て
、
そ
の
雇
用
す
る
男
性
労
働
者
の
う
ち
育
児
休
業
等

（
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に

（
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に

関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
。
以
下
「
育
児
・
介
護
休
業
法

関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
。
以
下
「
育
児
・
介
護
休
業
法

」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
育
児
休
業
及
び
第
二
十
三
条
第

」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
育
児
休
業
及
び
第
二
十
三
条
第

一
項
又
は
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
措
置
と
し
て
育
児
休
業
の

一
項
又
は
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
措
置
と
し
て
育
児
休
業
の

制
度
に
準
ず
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
場
合
の
当
該
措
置
に
よ
り
す
る
休
業
を

制
度
に
準
ず
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
場
合
の
当
該
措
置
に
よ
り
す
る
休
業
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
た
も
の
の
数
が
一
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
た
も
の
の
数
が
一
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ

し
、
当
該
計
画
期
間
に
お
い
て
、
そ
の
雇
用
す
る
男
性
労
働
者
の
う
ち
育
児

し
、
当
該
計
画
期
間
に
お
い
て
、
そ
の
雇
用
す
る
男
性
労
働
者
の
う
ち
育
児

休
業
等
を
し
た
も
の
が
い
な
い
中
小
事
業
主
に
あ
っ
て
は
、
次
の
イ
～
ハ
の

休
業
等
を
し
た
も
の
が
い
な
い
中
小
事
業
主
に
あ
っ
て
は
、
当
該
計
画
期
間

い
ず
れ
か
に
該
当
す
れ
ば
足
り
る
こ
と
。

の
開
始
前
三
年
以
内
の
期
間
に
お
い
て
、
そ
の
雇
用
す
る
男
性
労
働
者
の
う

イ

当
該
計
画
期
間
に
お
い
て
、
そ
の
雇
用
す
る
男
性
労
働
者
の
う
ち
育
児

ち
育
児
休
業
等
を
し
た
も
の
が
い
れ
ば
足
り
る
こ
と
。

・
介
護
休
業
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
子
の
看
護
休
暇
を
取
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得
し
た
も
の
が
い
る
こ
と
（
一
歳
に
満
た
な
い
子
の
た
め
に
当
該
休
暇
を

取
得
し
た
場
合
を
除
く
。
）
。

ロ

当
該
計
画
期
間
に
お
い
て
、
育
児
・
介
護
休
業
法
第
二
十
三
条
第
一
項

に
規
定
す
る
勤
務
時
間
短
縮
等
の
措
置
と
し
て
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業

等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
平
成
三
年
労
働
省
令
第
二
十
五
号
。
）
第
三
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に

規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
制
度
の
措
置
（
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
く
措
置
と
し
て
短
時
間
勤
務
の
制
度
の
措
置
に
準
ず
る
措
置
と

し
て
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
。
）
を
講
じ
て
お
り
、
そ
の
雇
用
す

る
男
性
労
働
者
の
う
ち
子
の
養
育
の
た
め
に
当
該
措
置
を
利
用
し
た
も
の

が
い
る
こ
と
。

ハ

当
該
計
画
期
間
の
開
始
前
三
年
以
内
の
期
間
に
お
い
て
、
そ
の
雇
用
す

る
男
性
労
働
者
の
う
ち
育
児
休
業
等
を
し
た
も
の
が
い
る
こ
と
。

六
～
九

（
略
）

五
～
八

（
略
）

第
五
条
～
第
十
七
条

（
略
）

第
五
条
～
第
十
七
条

（
略
）

（
権
限
の
委
任
）

（
権
限
の
委
任
）

第
十
八
条

法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
十
二
条
第
一
項
、
第
四
項
及

第
十
八
条

法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
十
二
条
第
一
項
、
第
三
項
及

び
第
六
項
、
第
十
二
条
の
二
第
三
項
、
第
十
三
条
並
び
に
第
十
五
条
に
規
定
す

び
第
四
項
、
第
十
三
条
並
び
に
第
十
五
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限

る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ

は
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
十
二
条
第
四
項

し
、
法
第
十
二
条
第
六
項
、
法
第
十
二
条
の
二
第
三
項
及
び
第
十
五
条
に
規
定

及
び
第
十
五
条
に
規
定
す
る
権
限
に
あ
っ
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
自
ら
そ
の

す
る
権
限
に
あ
っ
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨

権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

げ
な
い
。
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○

社
会
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
（
抄
）

（
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
法
第
七
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
契
約
等
）

（
法
第
七
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
契
約
等
）

第
十
六
条

法
第
七
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
契
約

第
十
六
条

法
第
七
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
契
約

は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た

は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た

め
の
契
約
と
す
る
。

め
の
契
約
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

三

法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業

ロ

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業

ハ

養
育
支
援
訪
問
事
業

ニ

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

ホ
～
リ

（
略
）

イ
～
ホ

（
略
）

四
～
十

（
略
）

四
～
十

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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○

児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
（
抄
）

（
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
虐
待
等
の
禁
止
）

（
虐
待
等
の
禁
止
）

第
九
条
の
二

児
童
福
祉
施
設
の
職
員
は
、
入
所
中
の
児
童
に
対
し
、
法
第
三
十

第
九
条
の
二

児
童
福
祉
施
設
の
職
員
は
、
入
所
中
の
児
童
に
対
し
、
児
童
虐
待

三
条
の
十
各
号
に
掲
げ
る
行
為
そ
の
他
当
該
児
童
の
心
身
に
有
害
な
影
響
を
与

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
二
条
各
号
に

え
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

掲
げ
る
行
為
そ
の
他
当
該
児
童
の
心
身
に
有
害
な
影
響
を
与
え
る
行
為
を
し
て

は
な
ら
な
い
。

（
入
所
し
た
者
及
び
職
員
の
健
康
診
断
）

（
入
所
し
た
者
及
び
職
員
の
健
康
診
断
）

第
十
二
条

児
童
福
祉
施
設
（
児
童
厚
生
施
設
及
び
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を

第
十
二
条

児
童
福
祉
施
設
（
児
童
厚
生
施
設
及
び
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を

除
く
。
第
五
項
を
除
き
、
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
長
は
、
入
所
し

除
く
。
第
五
項
を
除
き
、
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
長
は
、
入
所
し

た
者
に
対
し
、
入
所
時
の
健
康
診
断
、
少
な
く
と
も
一
年
に
二
回
の
定
期
健
康

た
者
に
対
し
、
入
所
時
の
健
康
診
断
、
少
な
く
と
も
一
年
に
二
回
の
定
期
健
康

診
断
及
び
臨
時
の
健
康
診
断
を
、
学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第

診
断
及
び
臨
時
の
健
康
診
断
を
、
学
校
保
健
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十

五
十
六
号
）
に
規
定
す
る
健
康
診
断
に
準
じ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
号
）
に
規
定
す
る
健
康
診
断
に
準
じ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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厚
生
省

○

社
会
保
険
労
務
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
三
年

令
第
一
号
）

労
働
省

（
第
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
（
第
一
条
関
係
）

別
表
（
第
一
条
関
係
）

一
～
四
十
五
の
三

（
略
）

一
～
四
十
五
の
三

（
略
）

四
十
五
の
四

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
二
十

号
）
に
係
る
申
請
等

同
法
に
よ
る
申
請
等

四
十
五
の
五

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
厚
生

労
働
省
令
第
百
二
十
二
号
）
に
係
る
申
請
等

同
令
に
よ
る
申
請
等

四
十
六
～
五
十
六

（
略
）

四
十
六
～
五
十
六

（
略
）
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○

福
祉
の
措
置
及
び
保
育
の
実
施
等
の
解
除
に
係
る
説
明
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
六
年
厚
生
省
令
第
六
十
二
号
）
（
抄
）

（
第
六
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
三
十
三
条
の

第
一
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
三
十
三
条
の

四
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
八

四
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
八

条
の
三
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
十
七

条
の
三
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
十
七

条
、
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
十
二
条
及
び
母

条
、
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
十
二
条
及
び
母

子
及
び
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
十
八
条
の
規

子
及
び
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
十
八
条
の
規

定
に
よ
る
措
置
又
は
助
産
の
実
施
、
母
子
保
護
の
実
施
、
保
育
の
実
施
若
し
く

定
に
よ
る
措
置
又
は
助
産
の
実
施
、
母
子
保
護
の
実
施
若
し
く
は
保
育
の
実
施

は
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
（
以
下
「
保
育
の
実
施
等
」
と
い
う
。
）
の
解

（
以
下
「
保
育
の
実
施
等
」
と
い
う
。
）
の
解
除
に
係
る
理
由
の
説
明
及
び
意

除
に
係
る
理
由
の
説
明
及
び
意
見
の
聴
取
（
以
下
「
説
明
等
」
と
い
う
。
）
の

見
の
聴
取
（
以
下
「
説
明
等
」
と
い
う
。
）
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令

手
続
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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○

里
親
が
行
う
養
育
に
関
す
る
最
低
基
準
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
六
号
）
（
抄
）

（
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
職
業
指
導
）

（
削
除
）

第
九
条
の
二

里
親
が
行
う
職
業
指
導
（
児
童
の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
勤
労
の
基
礎
的
な
能
力
及
び
態
度
を
育
て
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
は
、
勤
労
の
基
礎
的
な
能
力
及
び
態
度
を
育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
委
託

児
童
の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
当
該
児
童
の
適
性
、
能
力
等

に
応
じ
て
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
都
道
府
県
知
事
へ
の
報
告
）

（
都
道
府
県
知
事
へ
の
報
告
）

第
十
四
条

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）

２

里
親
は
、
委
託
児
童
に
つ
い
て
事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ

れ
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

里
親
は
、
病
気
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
当
該
委
託
児
童
の
養
育

を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
理
由
を
付
し
て
そ

の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
関
係
機
関
と
の
連
携
）

（
関
係
機
関
と
の
連
携
）

第
十
五
条

里
親
は
、
委
託
児
童
の
養
育
に
関
し
、
児
童
相
談
所
、
法
第
十
一
条

第
十
五
条

里
親
は
、
委
託
児
童
の
養
育
に
関
し
、
児
童
相
談
所
、
当
該
委
託
児

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
事
務
の

童
の
就
学
す
る
学
校
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
密
接
に
連
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

委
託
を
受
け
た
者
、
当
該
委
託
児
童
の
就
学
す
る
学
校
そ
の
他
の
関
係
機
関
と

い
。

密
接
に
連
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
養
育
す
る
委
託
児
童
の
人
数
の
限
度
）

（
養
育
す
る
委
託
児
童
の
人
数
の
限
度
）

第
十
七
条

里
親
が
同
時
に
養
育
す
る
委
託
児
童
及
び
当
該
委
託
児
童
以
外
の
児

第
十
七
条

養
育
里
親
（
里
親
の
認
定
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
四
年
厚
生
労

童
の
人
数
の
合
計
は
、
六
人
（
委
託
児
童
に
つ
い
て
は
四
人
）
を
超
え
る
こ
と

働
省
令
第
百
十
五
号
。
以
下
「
認
定
等
省
令
」
と
い
う
。
）
第
四
条
に
規
定
す
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が
で
き
な
い
。

る
養
育
里
親
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
短
期
里
親
（
認
定
等
省
令
第
十
六
条

に
規
定
す
る
短
期
里
親
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
専
門
里
親
（
認
定
等
省

令
第
十
八
条
に
規
定
す
る
専
門
里
親
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
同
時
に
養
育

す
る
委
託
児
童
及
び
当
該
委
託
児
童
以
外
の
児
童
の
人
数
の
合
計
は
、
六
人
を

超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

専
門
里
親
（
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号

２

専
門
里
親
が
同
時
に
養
育
す
る
委
託
児
童
の
人
数
は
、
二
人
を
超
え
る
こ
と

）
第
一
条
の
三
十
五
に
規
定
す
る
専
門
里
親
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
同
時

が
で
き
な
い
。

に
養
育
す
る
委
託
児
童
の
人
数
は
、
同
条
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
二

人
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
委
託
児
童
を
養
育
す
る
期
間
の
限
度
）

（
委
託
児
童
を
養
育
す
る
期
間
の
限
度
）

（
削
除
）

第
十
八
条

短
期
里
親
に
よ
る
委
託
児
童
の
養
育
は
、
当
該
養
育
を
開
始
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
知
事

が
当
該
委
託
児
童
、
そ
の
保
護
者
及
び
児
童
相
談
所
長
か
ら
の
意
見
を
勘
案
し

て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
期
間
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
八
条

専
門
里
親
に
よ
る
委
託
児
童
（
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第
一
条
の
三

２

専
門
里
親
に
よ
る
委
託
児
童
の
養
育
は
、
当
該
養
育
を
開
始
し
た
日
か
ら
起

十
四
各
号
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。
）
の
養
育
は
、
当
該
養
育
を
開
始
し
た
日
か

算
し
て
二
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
知
事
が
当
該

ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
知
事
が

委
託
児
童
、
そ
の
保
護
者
及
び
児
童
相
談
所
長
か
ら
の
意
見
を
勘
案
し
て
必
要

当
該
委
託
児
童
、
そ
の
保
護
者
及
び
児
童
相
談
所
長
か
ら
の
意
見
を
勘
案
し
て

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
期
間
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
期
間
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
職
業
指
導
に
関
す
る
制
限
）

（
削
除
）

第
二
十
条

里
親
は
、
認
定
等
省
令
第
九
条
（
認
定
等
省
令
第
十
七
条
及
び
第
二

十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
第
九
条
第
四
号
に

掲
げ
る
事
項
の
登
録
（
里
親
が
親
族
里
親
で
あ
る
と
き
は
、
認
定
等
省
令
第
十

五
条

に
お
い
て
準
用
す
る
認
定
等
省
令
第
六
条
第
二
項

の
職
業
指
導
里
親
認

定
）
を
受
け
、
か
つ
、
都
道
府
県
知
事
が
当
該
児
童
に
対
し
職
業
指
導
を
行
う

こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
委
託
児
童
（
学
校
教
育
法
の
規

定
に
基
づ
く
義
務
教
育
を
終
了
し
た
者
に
限
る
。
）
に
対
し
職
業
指
導
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
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２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
職
業
指
導
を
行
う
こ
と
が
適
当
で

あ
る
旨
の
認
定
を
行
う
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
委
託
児
童
の
同
意
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

里
親
に
よ
る
委
託
児
童
に
対
す
る
職
業
指
導
は
、
当
該
職
業
指
導
を
開
始
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
都
道
府
県

知
事
が
当
該
委
託
児
童
、
そ
の
保
護
者
及
び
児
童
相
談
所
長
か
ら
の
意
見
を
勘

案
し
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
委
託
児
童
の
同
意
を
得

て
、
当
該
期
間
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

里
親
は
、
委
託
児
童
の
労
働
力
の
搾
取
を
目
的
と
し
て
職
業
指
導
を
行
つ
て

は
な
ら
な
い
。

（
家
庭
環
境
の
調
整
へ
の
協
力
）

（
家
庭
環
境
の
調
整
へ
の
協
力
）

第
二
十
条

専
門
里
親
は
、
児
童
相
談
所
長
が
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
法
第

第
二
十
一
条

専
門
里
親
は
、
児
童
相
談
所
長
が
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児

十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る

童
委
員
、
福
祉
事
務
所
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
行
う
委
託
児
童
の
家
庭
環

事
務
の
委
託
を
受
け
た
者
、
児
童
委
員
、
福
祉
事
務
所
等
の
関
係
機
関
と
連
携

境
の
調
整
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
て
行
う
委
託
児
童
の
家
庭
環
境
の
調
整
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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○

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
号
）
（
抄
）

（
第
八
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
施
設
入
所
等
の
措
置
の
解
除
）

（
施
設
入
所
等
の
措
置
の
解
除
）

第
六
条

法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
施
設
入

第
六
条

法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
施
設
入

所
等
の
措
置
を
解
除
し
よ
う
と
す
る
児
童
及
び
そ
の
保
護
者
の
心
身
の
状
況
、

所
等
の
措
置
を
解
除
し
よ
う
と
す
る
児
童
及
び
そ
の
保
護
者
の
心
身
の
状
況
、

当
該
児
童
の
家
庭
環
境
、
現
に
当
該
児
童
の
保
護
に
当
た
っ
て
い
る
小
規
模
住

当
該
児
童
の
家
庭
環
境
、
現
に
当
該
児
童
の
保
護
に
当
た
っ
て
い
る
里
親
（
児

居
型
児
童
養
育
事
業
（
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る
小
規
模

童
福
祉
法
第
六
条
の
三
に
規
定
す
る
里
親
を
い
う
。
）
又
は
児
童
福
祉
施
設
の

住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
い
う
。
）
を
行
う
者
若
し
く
は
里
親
（
同
法
第
六
条

長
の
意
見
そ
の
他
必
要
な
事
項
と
す
る
。

の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
里
親
を
い
う
。
）
又
は
児
童
福
祉
施
設
の
長
の
意
見

そ
の
他
必
要
な
事
項
と
す
る
。

（
都
道
府
県
児
童
福
祉
審
議
会
等
へ
の
報
告
）

（
都
道
府
県
児
童
福
祉
審
議
会
等
へ
の
報
告
）

第
七
条

法
第
十
三
条
の
四
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
法

第
七
条

法
第
十
三
条
の
四
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
法

第
八
条
第
一
項
第
二
号
又
は
児
童
福
祉
法
第
二
十
五
条
の
七
第
一
項
第
四
号
若

第
八
条
第
一
項
第
二
号
又
は
児
童
福
祉
法
第
二
十
五
条
の
七
第
一
項
第
三
号
若

し
く
は
同
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
措
置
の
実
施
状
況
、

し
く
は
同
条
第
二
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
措
置
の
実
施
状
況
、

法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
及
び
調
査
又
は
質
問
の
実
施
状
況
、

法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
及
び
調
査
又
は
質
問
の
実
施
状
況
、

法
第
九
条
の
六
に
規
定
す
る
臨
検
等
の
実
施
状
況
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童

法
第
九
条
の
六
に
規
定
す
る
臨
検
等
の
実
施
状
況
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童

に
行
わ
れ
た
児
童
福
祉
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
一

に
行
わ
れ
た
児
童
福
祉
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
一

時
保
護
の
実
施
状
況
、
児
童
の
心
身
に
著
し
く
重
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
児
童

時
保
護
の
実
施
状
況
、
児
童
の
心
身
に
著
し
く
重
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
児
童

虐
待
の
事
例
そ
の
他
必
要
な
事
項
と
す
る
。

虐
待
の
事
例
そ
の
他
必
要
な
事
項
と
す
る
。
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養
育
里
親
研
修

○
厚
生
労
働
省
告
示
第

号

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
第
一
条
の
三
十
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
児
童
福
祉

法
施
行
規
則
第
一
条
の
三
十
三
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か

ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
一
年

月

日

厚
生
労
働
大
臣

舛
添

要
一

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第
一
条
の
三
十
三
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
（
案
）

１

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
三
十
三
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
（
以

下
「
養
育
里
親
研
修
」
と
い
う
。
）
は
、
都
道
府
県
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百

五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
及
び
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
五
十
九
条
の

四
第
一
項
の
児
童
相
談
所
設
置
市
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
都
道
府
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
た
社
会
福
祉
法
人

そ
の
他
の
者
が
行
う
研
修
で
あ
っ
て
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
科
目
に
つ
い
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

児
童
福
祉
論
（
講
義
）

ロ

養
護
原
理
（
講
義
）
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ハ

里
親
養
育
論
（
講
義
）

ニ

発
達
心
理
学
（
講
義
）

ホ

小
児
医
学
（
講
義
）

へ

里
親
養
育
援
助
技
術
（
講
義
）

ト

里
親
養
育
演
習
（
講
義
・
演
習
）

チ

養
育
実
習
（
実
習
）

二

講
義
、
演
習
及
び
実
習
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

養
育
実
習
は
、
児
童
相
談
所
、
乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
又
は
児
童
自
立
支
援

施
設
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
児
童
相
談
所
、
乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
又
は
児

童
自
立
支
援
施
設
に
お
い
て
現
に
児
童
を
処
遇
す
る
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
者
及
び
こ
の
告
示
の
適
用
の
日
に

お
い
て
里
親
で
あ
っ
て
、
委
託
児
童
の
養
育
の
経
験
を
有
す
る
者
そ
の
他
児
童
の
処
遇
に
関
す
る
十
分
な
知
識
及
び

経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
て
は
、
相
当
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
科
目
の
一

部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

規
則
第
一
条
の
三
十
六
第
二
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
た
者
は
、
養
育
里
親
研
修
を
修
了
し

た
も
の
と
み
な
す
。
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４

平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
こ
の
告
示
の
適
用
の
日
ま
で
の
間
に
、
都
道
府
県
が
実
施
し
た
研
修
そ
の
他
都
道
府

県
知
事
が
適
当
と
認
め
た
研
修
で
あ
っ
て
、
養
育
里
親
研
修
の
一
部
又
は
全
部
の
課
程
と
同
様
の
課
程
で
あ
る
と
都

道
府
県
知
事
が
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
養
育
里
親
研
修
の
一
部
又
は
全
部
の
課
程
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
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専
門
里
親
研
修

○
厚
生
労
働
省
告
示
第

号

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
第
一
条
の
三
十
六
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
児

童
福
祉
法
施
行
規
則
第
一
条
の
三
十
六
第
二
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
一

年
四
月
一
日
か
ら
適
用
し
、
里
親
の
認
定
等
に
関
す
る
省
令
第
十
九
条
第
二
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
（
平

成
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
一
年

月

日

厚
生
労
働
大
臣

舛
添

要
一

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第
一
条
の
三
十
六
第
二
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
（
案
）

１

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第
一
条
の
三
十
六
第
二
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
（
以
下
「
専
門
里
親
研
修
」

と
い
う
。
）
は
、
都
道
府
県
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一

項
の
指
定
都
市
及
び
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
五
十
九
条
の
四
第
一
項
の
児
童
相
談

所
設
置
市
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
都
道
府
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
た
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
の
者
が
行
う
研

修
で
あ
っ
て
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

一

別
表
の
科
目
の
欄
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
科
目
に
つ
い
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

講
義
、
演
習
及
び
実
習
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
児
童
相
談
所
、
乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
又
は
児

童
自
立
支
援
施
設
に
お
い
て
現
に
児
童
を
処
遇
す
る
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
者
そ
の
他
児
童
の
処
遇
に
関
す
る

十
分
な
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
て
は
、
相
当
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
、
別
表
に
掲
げ
る

科
目
の
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

こ
の
告
示
に
よ
る
廃
止
前
の
里
親
の
認
定
等
に
関
す
る
省
令
第
十
九
条
第
二
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修

を
修
了
し
た
者
は
、
専
門
里
親
研
修
を
修
了
し
た
も
の
と
み
な
す
。

別
表

区
分

科
目

養
育
の
本
質
、
目
的
及
び
対
象
の

社
会
福
祉
概
論(

講
義)

理
解
に
関
す
る
科
目

児
童
福
祉
論(

講
義)

地
域
福
祉
論(

講
義)

養
護
原
理
（
講
義
）

里
親
養
育
論(

講
義)

発
達
臨
床
心
理
学(

講
義)

医
学(

児
童
精
神
医
学
を
含
む
。)

(

講
義)

社
会
福
祉
援
助
技
術
論(

講
義)
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養
育
の
内
容
及
び
方
法
の
理
解
に

児
童
虐
待
援
助
論(

講
義
・
演
習)

関
す
る
科
目

思
春
期
問
題
援
助
論(

講
義
・
演
習)

家
族
援
助
論(

講
義
・
演
習)

障
害
福
祉
援
助
論
（
講
義
・
演
習
）

専
門
里
親
演
習(

講
義
・
演
習)

養
育
実
習

養
育
実
習
（
実
習
）

注
１

養
育
の
本
質
、
目
的
及
び
対
象
の
理
解
に
関
す
る
科
目
に
関
す
る
講
義
は
、
通
信
の
方
法
に
よ
っ
て
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
添
削
指
導
又
は
面
接
指
導
を
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

養
育
実
習
は
、
児
童
相
談
所
、
乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
、
知
的
障
害
児
施
設
、
知
的
障
害
児
通
園
施
設
、
盲

ろ
う
あ
児
施
設
、
肢
体
不
自
由
児
施
設
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
又
は
児
童
自
立

支
援
施
設
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
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更
新
研
修

○
厚
生
労
働
省
告
示
第

号

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
第
三
十
六
条
の
四
十
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き

、
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
の
四
十
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平

成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
一
年

月

日

厚
生
労
働
大
臣

舛
添

要
一

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
の
四
十
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
（
案
）

１

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
六
条
の
四
十
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
研
修
（
以
下
「
更
新
研
修
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
養
育
里
親
（
規
則
第
一
条
の
三
十
五
に
規
定
す
る
専
門
里
親

（
以
下
「
専
門
里
親
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
も
の
は
、
都
道
府
県
（
地
方
自
治
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
及
び
法
第
五
十
九
条
の
四
第
一
項
の

児
童
相
談
所
設
置
市
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
都
道
府
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
た
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
の
者

が
行
う
研
修
で
あ
っ
て
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
科
目
に
つ
い
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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イ

児
童
福
祉
制
度
論
（
講
義
）

ロ

発
達
心
理
学
（
講
義
）

ハ

里
親
養
育
演
習
（
講
義
・
演
習
）

ニ

養
育
実
習
（
実
習
）

二

講
義
、
演
習
及
び
実
習
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

養
育
実
習
は
、
児
童
相
談
所
、
乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
又
は
児
童
自
立
支
援

施
設
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
養
育
里
親
と
し
て
の
登
録
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日
に
お
い
て
、
現
に
委
託
児
童

の
養
育
を
行
っ
て
い
る
こ
と
そ
の
他
要
保
護
児
童
の
養
育
に
関
し
経
験
が
あ
る
者
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
相
当
と

認
め
る
も
の
に
対
し
て
は
、
相
当
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
科
目
の
う
ち
、
養
育
実
習
を
免

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

更
新
研
修
の
う
ち
、
専
門
里
親
に
係
る
も
の
は
、
都
道
府
県
又
は
都
道
府
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
た
社
会
福
祉
法

人
そ
の
他
の
者
が
行
う
研
修
で
あ
っ
て
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
科
目
に
つ
い
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

児
童
福
祉
制
度
論

ロ

専
門
里
親
演
習(

講
義
・
演
習)
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二

講
義
、
演
習
及
び
実
習
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

４

更
新
研
修
の
う
ち
専
門
里
親
に
係
る
も
の
を
修
了
し
た
者
は
、
更
新
研
修
の
う
ち
養
育
里
親
に
係
る
も
の
を
修
了

し
た
も
の
と
み
な
す
。
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公営住宅法第四十五条第一項の事業等を定める省令

の一部を改正する省令について

Ⅰ 趣旨

児童福祉法等の一部を改正する法律（平成２０年法律第８５号）により、新たに創設

された小規模住居型児童養育事業及び見直しが行われた児童自立生活援助事業につい

て、事業を実施する場所の確保を容易にし、事業の普及促進を図るため、これらの事業

を運営する社会福祉法人等が公営住宅法（昭和２６年法律第１９３号）に基づく公営住

宅を事業所として使用することを可能とするもの。

Ⅱ 改正概要

○ 公営住宅法第４５条第１項に規定する公営住宅を事業所として使用できる事業に、

以下の事業を追加する。

①小規模なグループで養育者の住居において虐待を受けた児童等を養育する小規模住

居型児童養育事業

②児童養護施設等を退所した児童等が共同生活を行う住居において、これらの児童等

の自立を支援する児童自立生活援助事業

【改正省令】

公営住宅法第４５条第１項の事業等を定める省令（平成８年厚生省・建設省令第１

号）第１条

○ また、事業を実施する者について、児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第２

７条第１項第３号又は第３３条の６第１項の規定により、都道府県等から児童の養育

の委託又は児童自立生活援助の実施の委託を受けた者を追加する。

【改正省令】

公営住宅法第４５条第１項の事業等を定める省令第２条

Ⅲ 施行日

平成２１年４月１日
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児童福祉に係る公営住宅の活用児童福祉に係る公営住宅の活用

公営住宅は、住宅に困窮する低額所得者に低廉な家賃で賃貸するために整備される
ものであり、用途もこの目的に沿ったものに限定されるが、本来入居者の入居を阻害本来入居者の入居を阻害
しない範囲で目的外使用を認めている。しない範囲で目的外使用を認めている。

↓

今般の児童福祉法の改正により、新設等された
①小規模住居型児童養育①小規模住居型児童養育事業事業、②児童自立生活援助事業について、目的外使用、②児童自立生活援助事業について、目的外使用
の対象となる事業として位置付ける予定の対象となる事業として位置付ける予定。。
※公営住宅法第四十五条第一項の事業等を定める省令（平成8年厚生省・建設省令第1号）の改正により措置

１．１．公営住宅建替事業公営住宅建替事業における特例施設の追加における特例施設の追加

２．２．公営住宅の目的外使用公営住宅の目的外使用における対象事業の追加における対象事業の追加

公営住宅の建替事業においては、原則として、新たに整備すべき公営住宅の戸数
は、除却すべき公営住宅の戸数以上であることが必要であるが、一定の一定の公共公益公共公益
施設を併設させる場合においては、施設を併設させる場合においては、特例特例としてとして建替後の戸数建替後の戸数のの緩和緩和を認めている。を認めている。

↓
今般の児童福祉法の改正により、新設された
①①地域子育て支援拠点事業地域子育て支援拠点事業、②、②一時預かり事業一時預かり事業について、特例対象とについて、特例対象となる公共公益なる公共公益
施設に追加施設に追加するする予定。予定。

※地域における多様な需要に応じた公的賃貸住宅等の整備等に関する特別措置法施行令（平成17年政令第257号）の改正によ
り措置
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